
書 名 著 者 出版社 出版年 請求記号 配架場所

1 神ともののけ 志村 有弘 勉誠出版 1999 387 一般

2 精霊の王 中沢 新一 講談社 2003 387 一般

3 医と石仏・庶民の治病信仰 会田 秀介 青娥書房 2002 387 一般

4 目でみる民俗神シリーズ １
萩原 秀三郎
／写真・文

東京美術 1988 387/H 一般

5 目でみる民俗神シリーズ ２
萩原 秀三郎
／写真・文

東京美術 1988 387/H 一般

6 目でみる民俗神シリーズ ３
萩原 秀三郎
／写真・文

東京美術 1988 387/H 一般

7 俗信の論理 板橋 作美 東京堂出版 1998 387.9 一般

8 土佐の世間話 今朝道爺異聞
石井 今朝道
／〔述〕
常光 徹／編

青弓社 1993 388/S/4 一般

9 山姥たちの物語 女性の原型と語りなおし
水田 宗子／
編 北田 幸
恵／編

学芸書林 2002 388.1 一般

10 日本の民話を学ぶ人のために

福田 晃／編
常光 徹／編
斎藤 寿始子
／編

世界思想社 2000 388.1 一般

11 記憶する民俗社会
小松 和彦／
編

人文書院 2000 388.1 一般

12 土佐珍聞考
高知新聞社広
告局／編

高知新聞社広
告局

1979 K049/29 郷土

13 生と死と雨だれ落ち 桂井和雄 高知新聞社 1979 K380/4 郷土

14 仏トンボ去来 桂井和雄 高知新聞社 1977 K380/4 郷土

15 土佐民俗記 桂井和雄
海外引揚者高
知県更生連盟

1948 K382/4 郷土

16 南海民俗風情 桂井 和雄 高知市役所 1954 K382/5 郷土

17 土佐風物記 桂井和雄 高知市役所 1952 K382/10 郷土

18 耳たぶと伝承 土佐民俗叢記 桂井 和雄
高知県社会福
祉協議会

1954 K382/12 郷土

19 郷土の生活 桂井和雄
高知市観光協
会

1956 K382/14 郷土

20 おらんく話 土佐風物考 桂井和雄 高知新聞社 1959 K382/15 郷土

21 土佐山民俗誌 桂井和雄
高知市立市民
図書館

1955 K382/18 郷土

22 土佐の民俗と人権問題 桂井 和雄 高知県友愛会 1953 K384/2 郷土

23 俗信の民俗 桂井和雄 岩崎美術社 1982 K387/5 郷土

24 四国の民間信仰
金沢 治／〔ほ
か〕共著

明玄書房 1973 K387/6 郷土

展示本リスト
平成21年8月1日現在 【高知県立図書館所蔵】

展示名:＜土佐の人物傳＞桂井 和雄(かつらい かずお)

土佐における民俗学の草分け的存在であり、俗信研究を日本民俗学の一分野として位置付けた桂井和雄
は、戦前から戦後にかけて土佐の山村・漁村を歩き、失われつつあった多くの民俗事象を記録しました。
今回の展示では、柳田國男、渋沢敬三など中央の斯界の泰斗とも交流をもった民俗学者であり、すぐれた

詩人でもあった桂井和雄が残した著作を紹介し、忘れられた土佐の原風景を回顧します。

展示期間 平成21年8月1日～9月24日



25 吉良川老媼夜譚 桂井 和雄
土佐民俗学研
究会

1950 K388/4 郷土

26 笑話と奇談 桂井 和雄
高知県福祉事
業財団

1952 K388/13 郷土

27 土佐の伝説 ２巻 桂井 和雄
高知県福祉事
業財団

1954 K388/17 郷土

28 土佐郷土童謡物語 桂井 和雄
高知県同胞援
護会事業部

1949 K388/23 郷土

29 全国昔話資料集成 ２３ 岩崎美術社 1977 K388/69 郷土

30 わが齢滴る緑の如くなれば 桂井 和雄
高知県同胞援
護会事業部

1949 K911.5/ｶﾂ 郷土


